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報告 身近な生き物が集まりやすいように配慮した

保育環境の整備が、幼児の自然と接する行動に

およぼす効果について
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め、幼児にとっては191然ﾘﾄﾞ象や事物を本当に知っ

たことにはならない。また保育現ｶﾙでも保有者は

掴friili1llllなどに偏I)、感性を重視した！]然とのか

かわI〕や同然の循環性や多様性に気づかせる活動

はあま')行っていないとさわれている(北122001)ご

幼児川には疑似体験や飼育、栽培にⅡjろのではな

く、幼児をとI〕まく身近な自然とIri接触れ合い、

五感を使った体験をたくさんすることが大切であ

る。そのためには、械物や昆虫の名Iiilを敬えるな

ど知鐡を増やすことよ')も、豊かな感１Ｗを育てる

ことにつながるような体験を重視すべきである。

幼児が身近な自然に親しむためには、１１常的な遊

びのMliで、その地域の環境に生息する助械物に実

際にⅢ会うことができるような環境が必奨であるご’

そのための環境整備として最近では、幼児の活動

のMliに、今ある'二l然をできるだけ手を!Ⅲえずに残

すとともに、失われつつある生物のすみかなどの

１２１然を復元する試みがさかんになっている。その

代炎的なものか、幼稚剛や学校などにおけるビオ

トープづくりである。このような環境で身近な自

然とIh:接触れ合う活助をWtみ重ねることにより、

｢I然に対する正しい悠党を身につけることができ、

さらに１１ｔかな感悩、好奇心、思考力、炎現力など

が培われると考えられるまたこうした身近な自

然とかかわる中で、そこで得た興蒋や灘ぴを保育

１はじめに

幼児j01は感受性が非f1iに鋭く、敏感なﾉL感を使

って世界を知ろうとするため、幼児は身近な自然

と接する遊びを通して、121然の大きさ、Ｘしき，

神秘さなどに触れることで、知的好奇心が刺激さ

れ、想像力や独創性が従われるとともに、ＩＨＩかな

情操がf『つと考えられる。また幼稚園叙7ｉｆ甥敞で

は、幼児期において、１２１然との触れ合いの機会を

多くもたせ、子どものみずみずしい感受性を刺激

し、様々な発見の中から好奇心を育て、想像力育

成の坐礎をつくることが必要としており（文部櫛

1999)、｜Ⅱ'１’（1994）は、Iql然体験がIlHかな子ど

もほど、ノｋき物に対する興味や関心が向く、これ

らを大切にしたいという愈繊をもっていることを

指摘している。

しかし近fIiでは、都T1i化に伴う住宅jMl辺の乱

開発、腱薬や化学肥料に頼った農業による１１１１１１な

どの身近な自然環境の荒廃、高層マンションなど

住宅環境の変化などにより、幼児が毎日の遊びの

場で身近な'１，動物や植物と触れ合う機会が少なく

なってきている一方で、テレビやインターネット

などから知識を得る機会がｉｎえている。しかしこ

れらの疑似体験では、実際に自然と触れ合ったと

きの嗅覚、味覚、触感で感じる体験ができないた
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2６ 萩V’るみ拓植純一

者や友達と伝え合い、分かち合う体験を十分にす

ることが出来れば、イメージを豊かにするととも

に、自己を表現する様々な活動が展開されるだろ

う（文部省1999)。

しかし、ビオトープ的に整備をされた環境とそ

うでない環境における幼児の遊びを比較し、その

効果について実証的に研究した事例は少ない。そ

こで本研究では、ビオトープづくりの視点でその

地域に生息している昆虫が染まりやすいよう、必

要以上に圃庭の除草を行っていない幼稚園と、頻

繁に除草を行い、季節ごとに花壇の花が植え替え

られるなど、きれいに整備された公園とを比較し、

そこで観察される植物や昆虫について記録すると

ともに、幼児がそこにある自然をどのように遊び

に取り入れているかについても観察した。これら

の観察結来から、幼児が身近なli1然と触れ合うた

めの理想的な保育環境について検討した。

察した幼児数は平均９名であった。観察された植

物および昆虫については月ごとの変化を記録し、

幼児の様子については幼児と会繭をしたり少し離

れて観察したI)することで、幼児が自然に対して

どのように興味や関心を示し、活動をしているの

かを記録した。

３結果

3.1幼稚園

1）幼稚園の環境

調査対象とした幼稚園は住宅地にあり、近くに

は公園や中学校などがある。また、高速道路や国

道があり交通量が多い。図１に園の敷地内の地図

を示した。芝生のうち塗りつぶしている部分は、

幼児の活動の妨げにならないよう、必要に応じて

除草をしている場所である（写真１)。この写真は

除草直後に撮影したものであるが、普段は可能な

限り除草をしていないため、外来種を含む自生植
２調査方法

2.1調査対象

調査対象は所在地が近く（直線距離で約２ｋｍ)、

周辺の環境が似ている札幌市東区内の幼稚園およ

び北区内の公園とした。また観察対象児は４歳児

および５歳児とした。幼稚園では、必要以上に除

草などの手を加えないことや昆虫の食餌植物を植

えることで、その地域に生息している昆虫が集ま

りやすいように配慮して園内環境の整備を行って

いる。また保育者は、幼児が自然との触れ合いに

興味や関心を示すように、援助的な姿勢で幼児の

活動にかかわっている。これに対し公園は、頻繁

に除草が行われ、季節ごとに花壇の花が植え替え

られるなど、きれいに管理されている。

図１幼稚園内の環境

戸除草をしている場所画観賞のための植物

2.2調査時期・方法

2003年５～９月の５カ月間を調査期llIとし、そ

こで観察された植物および昆虫を記録するととも

に、そこで遊ぶ幼児の様子について自然的観察法

により観察した。幼稚園での観察は[I由遊びの時

間帯（９時30分～11時）に計26回行い、１回に観

察した幼児数は平均７名であった。公園での観察

は午後２時～３時半の間に計23回行い、１１回|に槻 写真１国庭の除草をしている場所

環境教育ＶＯＬＩ４２

砂場

ゲラ ウン



身近雄き物が鱸りやすいよう(二腿Aliした/W介項境の藍備が,幼ﾉﾋﾞの！〕鰍と接ﾌﾟ･る/｢鋤におよぼす効奥について２７

示した。iUl察された11棚馴のうちイチイを除く１０

穂類が落蝿広葉樹であった。サンショウはアゲハ

チョウの幼虫の食餌械物として植えられていた｡

衣２にIil歴で観察された械物のうち草本類を示し

た。繊培h11物にはそれぞれの域１部]的（食用のた

め、）&虫の食餌植物のため、色水遊びなどのiili鋤

のため、観賞のため）も'（した。観察された74ｉＩＩＩ

類のうち、｜:l生植物は35*lnWiであった。枚培械物

は39棚矧あl〕、このうち幼児の食１１１のためが7秘

薊（カブ、キュウリ、ナス、ピーマン、ミニトマ

ト、オランダイチゴおよびエンドウマメ)、昆虫の

食餌のためが５種類（キャベツ、ブロッコリー、

イネ、レタスおよびニンジン)、色水遊びなど幼児

のiiInli1lのためが３種類であI)、これら以外の24棚

類はlUlffのためであった二

3）園庭で観察された昆虫

女３に|馴庭で観察された112虫を示したcl2IbR類

の鱗翅Ⅱ（10樋類のチョウおよび２種類のガ)、

１ドliliHのIfL遡月および２種lHrlの蛸蛉目が観察され

た。食il1I1i物として柿えられていたサンショウに

はアゲハチョウの幼虫がiIM察された。またキャペ

ツにはオオモンシロチョウの幼虫が、園舎の外雌

にはその朗もiIIl寮されたニオオモンシロチョウは

近年Ⅱ本に定称した外来iWiであI)、ムヒ近では札幌

でもよくIしられる。オビカレハの幼虫の食餌械物

はサクラやウメなどのバラギトであるが、オオアワ

ダチゾウのjNiの上で観察された。

4）幼児の活動

炎４に幼稚園で観察された幼児の活動を探求、

交流および愛情に分類してまとめたご植物を対象

写真２回庭の除草をしていない埋所

物（以下、F1化械物）が多く生えている，他の部

分は除草をせず、ｒｌｆｌｉ植物を残しているため、雑

旗園のようになっている（写真２几またここには

ウサギ、ウマおよびＩＩＬの遊具があるほか、虫かご

および虫取I〕綱も１１１なされている雇化jflAのうち、

斜線部分は観徹のためのｲﾋﾟが植えられているj淵所

であり、他の部分は幼児が野菜を樅えている場所

である。花｣LlYBのうち、斜線部分にはＮＩＩＴのため

の花が植えられているが、他の部分には、テーブ

ルおよび椅子がr(かれているほか、幼l,Uが'二lIllに

摘んで使うことができる植物が植えられている。

またここは昆虫の食ＩＨＩ植物が植えられている場所

でもある。花jIYCには観賞のための花が他えられ

ているが、ここはあまりH当たりのよいjﾙﾙrでは

ない。グラウンドには砂場、鉄棒、淵I)台、砂場、

サッカーゴールおよび水飲み場がある。ここはロ

当たりがよく地lniが乾燥している。

2）園庭で観察された植物

炎１に圃庭で観察された植物のうち、木本類を

表１回庭で観察された植物（木本類）

科名 Nｉ名 １K乢醗さｊ'八MI所 SＩＩ（in ７月Ｈｊｌ９月
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ヨ
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１
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Ｉ
Ｉ
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ＬＤＩ

ＬＳ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＬＰＳ

ＬＦｏＨ

Ｌ

Ｌ

マメ科

ミカン科

ユキノシタ科

Ｌ：葉，Ｆ：花，Ｓ；ｆｍｆｊﾐﾅﾆ１ｔ果実
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表２回庭で観察された植物（草本類）

科墹 棉紐 観燕された鵬所ＭＺ／襖j冊５ｊｌＧｊｌ７J】８Ｊ】pJI
７゛オイ刊

アカザ刊

アカパナ科

ブプララ･科

タチアオイ

シロザ

イワアカバーナ

エゾアカパツー

イヌツーズナー

カプ

キヤベツ

スイートアリッサム

タネツケバナ

ナズナー

プロッコリー

アーヤメ

グラジオラス

イネ

エノーログサ

シバ

スズメノカタピラ

ナガハグサ

ミゾイナゴッナギ

キュウリ

オオバコ

ヘラオオパゴ

オシロイパナ

カタパミ

キキョウ

アメリカオニブザミ

エゾノキツネブザミ

オオアワダチソウ

カモミール

コシカギク

シャスターデージー

セイヨウタンポポ

ダリア

ノゲシ

ノースポール

ノポロギク

ハー1.ニガナ

ハルシヤギク

ヒーjリワリ

ヒメジコオン

ヒメムカシヨモギ

フキ

フランスギク

マリーゴールド

ャグルマギク

ヨ毛ギ

レタス

リナリア

サクラソウ

シクラメン

プリムラ・プルガリス

サルピブ

ベゴニア

スベリヒユ

マツバポタン

パンジー

ミツパ

ミニニンジン

アレチギシギシ

ハナタデ

スギーノ・

イヌホオズキ

ナス

ピーマン

ホオズキ

ミニトマト

ウスベニツメクサ

オランダイチゴ

ヒルガオ

エンドウマメ

シTTツメクサ

ハーノ･イパーノ・

スズラン

チューリップ

芝｣12．花jHlB

超ｌｌＬ

連蝿．花NY【ｉ

花IＨ八

花IKIB

花伽八

花畑Ｕ

花畑Ｃ

軽生

グラウンド

花lIII1

佗耽II

1EjIIII

ｲﾋﾞ肌Ⅲ

芝'1ｔ

芝'1；

芝他

花jlilB

芝ﾉIi･IEjilM

IEIHA

芝化:,グラウンド

趙生．グラウンド

花蜘Ｂ

他蜘八．他ｊｍｉ

化NWIB

芝生

芝生

芝ＪＩＬ、iEliYn･グラウンド

花lIIIl

ゲラウンド

花耽,１，花lilB

芝生，花IHI〕･グラウンド

iEjiUIB

竺推．花lHIl

IﾋﾞＩＩＩＣ

芝化．化jIIIi,グラウンド

芝地．イピ唄凹,グラウンド

iﾋﾞ埖八･他lHIB

1Ejhm3

芝'上，ｌﾋﾞ１Ｍハグラウンiご

グラウンド

瞠生

花IIIC

花111A．花1hＭ

花ＩＨＣ

吃llll3

イビ晩B

lEliIC

lE収H

IElim

IEjim

佗tmIB

lEjIIIB（プランター）

グラウンド

lEjflIB

化坑lＢ（プランター）

Iﾋﾟ埖八，ｲﾋﾞIIIIB

花ｊｍｎ

芝撞

lEIfIA･lElHIL

lEIIIIB・グラウンド

lEⅡ〔ｌＢ

ＩＥｌＨＡ

ｌＥｌＨＡ

陀埖、

花ｌＨＡ．花lllIi

化ＩｈＡ

Ｈ:ｌＨＡ

槌111A．帷IIIlB

花ｌＨＡ

進生

どJlH

化jiYH

化ＭＡ

枕崎（紐武）

ｍＩｉ

ｉＩ４２

ｉＩｆｈ

ｒＩ４ｉ

Ｉｌｆ端（た」Ⅱ）

組端（jと虫）

組埖ＵＩＬ戒）

17生

11生

1k端（lと虫）

１１ﾋﾞ端（観if）

lfjif（I9um

Iltjir（昭山）

、化

陵崎（I9lTr）

nflZ

n化

、生

投jiY（たH1）

Ⅱ生

Ⅱ生

枇焔（括釛）

、生

粗端（蜆武）

、生

、生

、生

101生

loIfiZ

IRliY（IUIfi）
Mz

lRjH（処if『）

Mi

iHj行（IUIir）
１Ｍ:

、生

輯埖（IIL衝）

枇啼（肌武）

1Ｗ；

rlJli

lWk

41上端（IM1ir）

4階端（硯if）

IIuif（ＩＩｕｍ

ｎｌｌＬ

郷iｆ（Iと虫）

股端（硯賞》

粧端（硯m

IH端（観、

1k端（I3Lm

Ijijif（祇動）

城端（'311t）
iIfIZ

IRjlY（NL術）

絃1３（慨汰）

11生

jnjiY（1&虫）

Ｍｋ

ＦＩＪｋ

ｌＭさ

rllk

絃端（食川）

腿墹（此ＩⅡ）

Injif(硯7()

IIL端（た川I）

ｎＪＩモ

IＲｌｉｆ（たⅡ｣）

IRliY（iPi助）

４１t端（た川Ｉ）

IWIL

nJl二

I兜端（硯TY）

IR端（lUllr）

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

ＬＯＦ

Ｌ

ＬＯＦ

ＬＤＦ

ＬＤＦ

ＬＳ

Ｌ

ＬＦ

Ｌ

ＬＦ

Ｌ５Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ･Ｆ

ｌ

Ｌ･ＪＦ

ＬｐＩ７･ｓ

ＬＤｌ５

ｌＤＦ

Ｌ

Ｌ

ｌ･Ｉ５

ＬＯＩ８

ＬＯ「

Ｌ

Ｌ１Ｆ

Ｌ･F
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L。「ＣＳ

ＬＯＦ

Ｌ

ＬｏＦ

ＬＤＦ

ＬＤＦ

ＬｃＦ

Ｌ

ＬＤＦ

Ｌ

Ｌ

ＬＩ３

Ｌ「

Ｌ･「

Ｌ

Ｌ

ＬｑＩＦ

Ｌ

Ｌ

３
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身近な生き物ｵ燃まりやすいように配慮した爆育環境の溌備が､加Eの自然と接する行動におよぼす効果について”

表３園庭で観察された昆虫

５月６月７月８月９月観繋された場所日名 種名

芝生（シロツメクサ)．花jＨＢ（テーブル）

花壇Ｂ（サンシコウ）

芝生（ヱノコログサ）

芝生，グラウンド

芝生，花壇Ｂ・グラウンド

花地Ｂ（キャベツ)，間舎（壁）

芝生

芝生

芝生，花壇Ｂ，グラウンド

芝生〈イチイ）

グラウンド（オオアワダチゾウ）

芝生

グラウンド

芝生．花ｔｎＢ，グラウンド

芝生，花壇Ｂ，グラウンド

アカマダラ

アゲハチョウ

イチモンジセセツ

エゾシKrチョウ

ェゾスジグロチョウ

オオモンシロチコウ

ベニシジミ

モンキチコウ

モンシロチ刃ウ

ルリシジミ

オビカレハ

ヒトリガ

ヒメギス

ノシメトンボ

アキアカネ

Ａ鱗翅目

Ａ

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ａ
Ａ

ｇ

ｌＰ

Ｌ
Ａ
Ａ
Ａ
‘
八
Ａ

ｌ

Ｌ
Ａ
Ａ
Ｌ

Ａ

Ａ
ＬＡ

Ａ
Ａ

I．

八
八
八
Ａ

血翅目

鋳鈴目

Ａ
Ａ
Ａ八

Ｌ；幼虫，Ｐ；鋤，Ａ；成虫

花壇とした活動では、木の実を割ったり茎の皮を剥い

だりするなど、探求する姿が見られたほか、木の

実を保育者と一緒に採って食べたり植物の花や実

を友達と投げ合ったりするなど、植物を述して保

育者や友達と交流する姿が見られた。また自分た

ちで植物を育て、生長を喜ぶなど植物に対して愛

情を示す姿も見られた。一方昆虫を対象とした活

動では、虫探しをするなど、探求する姿が見られ

たほか、死んでしまった昆虫を園庭の片隅に埋め

てあげるなど、昆虫への愛情を示す姿が多く観察

された。このように圃庭では、自然物に対する探

求や愛情を示す活動が中心であった。

」一向
Ⅲ
］

アスレチック

芝生

アスファルトの歩道回一①

図２公園内の環境

3.2公園

1）公園の環境

調査対象とした公園は住宅地にあり、近くに小

学校および中学校がある．また幼稚園と同様、近

くに高速道路や国道があり交通鼓が多い。すぐ隣

には空き地、ゲートポール場もある。午前中には

乳児を連れた母親の姿が多く、午後になると幼児

や小学生の姿が多く見られたご図２に公園内の地

図を示した。花壇の周囲には繩が張られ、入れな

いようになっている。遊具として、ブランコおよ

びアスレチックが設腿されている。アスレチック

が設置されている場所の地面には木屑が敷かれ、

子どもが転んだ場合などには衝撃が少ないように

配慮されている。また、噴水もあり、ベンチも多

く用意されている。地面にはアスファルトの歩道

写真３公園の芝生

があるだけで、公園の大部分は芝生になっており、

きれいに芝刈りがされるなど管理が行きとどいて

いる（写真３）。

2）公園で観察された植物

表５に公園で観察された植物のうち、木本類を

示した。いずれも植栽されたものである。観察ざ

環境教育ｖｏＬｊ４２
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表４園庭で観察された幼児の活動

対象内容 活動

植物探求 ・シロツメクサの花を摘んだり，四つ葉のシロツメクサを探したりしていた(５～６月)．

.粉にした石鹸と水に，シロツメクサの葉やタンポポの綿毛や砂を加えて，コーヒーやジュースを作

ることを楽しんでいた（５～６川．

・サクラの木の実をすりつぶしたものに水を加え，色水作りをしていた（７月〉．

.黒く熟したヤマグワの実やまだ青いヒメリンゴの実を使い，色水を作っていた(７月)．

.花が咲いたオオアワダチゾウで花販をつくったり，茎の皮を剥ぎ，中の様子がどうなっているのか

調べたりしていた（８月)．

・ヒメリンゴの木に登って，笑を採っていた（８）l）．

・イチイの実を割るとネバネバする汁が出てくる二とに気づき，手に汁がつくことを鮫がっていた(９月)．

．とメリンゴの実を割り，「リンゴなのに花みたいな匂いが-il-るね｣と言った(９月)．

交流 ･ヤマグワの実を保育者と一緒に採って食べていた(７月)．

･植物の名前を覚えた幼児がそれらを一つずつ指差して，友達に教えていた(７月)．

･幼児同士でヒメジョオンの花で花占いをしていた(７月)．

.枯れたアレチギシギシの花を染め友達とかけあっていた(７月)．

･エゾノキツネアザミの実を保育者や友達と投げ合って．洋服にくっつくことを楽しんでいた(８月)．

・ヒルガオをすりつぶし，水の戯を蛭えて３iiK類の色水を作り，ブルーベリージュース，ブドウジュ

ース，イチゴジュースと司って，ジュース屋さんを開いていた(８月)．

･友達とカタバミやシロツメクサの花を摘み，花の名前をⅢいていた(９月）．

・アザミの綿毛を飛ぱ十二とを楽しんでいた411児が，「アザミの花はチクチクするけど，綿毛のとこ

ろなら触っても痛くないよｊと教えてくれた(９月)．

愛情・自分たちが植えたトマトに水をやり，生長している様子を喜んでいた(７月)．

・自分たちの植えたトマト，キュウリ，ナス，ピーマンが大きくなった様子を見て喜んでいた(９月)．

昆虫探求 ･虫かごと虫捕り網を持ち，チョウを追いかけていた(６月)．

.見つけたオピカレハの幼虫の様子を，静かにじっと槻窮していた(６月)．

･虫探しのグループをつくり，ナメクジ探し，アオムシ探し，ワラジムシ探しなどをしていた(７月)．

愛情 ･毛虫を探しに行く時に，自分で虫かごを作ったが，「毛虫がちゃんと息ができるように｣その虫かご

には四角く穴が開けられていた(６月)．

･キャベツにいたオオモンシロチョウの幼虫が，その葉を食べている様子を見て喜んだ〈７月)．

･死んでしまったチョウを｢かわいそう」と昌・い，圃庭の片隅に塊いていた（７月）．

・トンボを捕まえるために，虫かごに入れていたチョウを逃がしていた．これは，「チョウとトンボ

を一緒に入れるとけんかするから｣ということからだった(８月)．

･友達の虫かごに入っているチョウをみて，「チョウが食べる物と遊ぶものを入れてあげよう」といい，

タンポポやヒメリンゴの実を入れていた(９月)．

･飼っていたカブトムシが死んでしまい，上に埋め，その場所がわかるようにと者板をたてて花を飾

っていた(９月)．

・ヒトリガを虫捕り網で捕まえ，友達に見せると｢気持ち惑いからいや｣と言われた．それに対し｢気

持ち悪くたいよ．かわいそう」と言い，虫かごに入れて持ち歩いていた（９川．

れた４種類のうちサワラ以外は落葉広葉樹であっ

た。表６に公園で観察された植物のうち、草本類

を示した。観察された36種類のうち18種類が自生

植物であり、１８種類が栽培植物であった。

3）公園で観察された昆虫

表７に公園で観察された昆虫を示した。３種類

の鱗翅目および１種類の蜻蛉目が観察された。幼

稚圃と比べて種類が少なく、全体として観察され

た回数も少なかった。またチョウも成虫ばかりで

幼虫は観察されなかった。

4）幼児の活動

表８に公園で観察された幼児の活動を探求、交

流および愛情に分類してまとめた。植物を対象と

した活動は観察されなかった。昆虫を対象とした

環境裁育ＶＯＬＩ４－２
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表５公園で顕察された植物（木本類）

科名 種名 観顛された瑚所罰月６月７月８月ｎ月

オトギリソウ科

バラ科

ギナヤ
リ

ウ
ズ
マ
ラ

ョ
ン
デ
ワ

ピ
ア
ニ
サ

塩
生
生
生

花
芝
芝
芝

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＬＤＦ

ＬＦ

ＬＦ

ＬＦ

Ｌ

Ｓ

Ｌ
，
Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

ヒノキ科

Ｌ；菜。ＩＦ：花，Ｓ；種子または呆爽

表６公園で観察された植物（草本類）

種名ＩＥＩ察された濁所 自生／栽培 ５月 ６月 ８月 OII科名 ７月

ブカザ科

ブプラブ･科

シロザ

イヌガラシ

スイートアリプサム

グラジオラス

シパ

スズメノカタビラ

ナガハグサ

オオパコ

ヘラオオバー

エゾギク

オオアワクチソゥ

キンセンカ

コシカギク

セイヨウタンポボ

ダリア

デージー（ヒナギク）

ノポロギク

ハナニガナ

ハルシャギク

ヒメジョオン

マリーゴールド

ヤグルマギク

サンゴバナ

ピジコザクラ

キンギョソヮ

サクラソウ

サルピア

ペゴニァ

アレチギシギシ

ハナタデ

スギナ

ナデシコ

ゼラニウム

シロッメクサ

ムラサキツメクサ

ハナイバナ

芝生

芝生

花壇

花埋

芝生

芝生

芝生

芝生

芝生

花壇

芝生

花埴

花壇

芝生

花壇

花埴

芝生．花壇

芝生

花肛

芝生

花皿

花皿

花壇

佗皿

花埴

花壇

花壇

花俎

芝生

芝生．花壇

芝生

花埴

花壇

芝生

芝生

芝生

壁
壁
繩
騨
鐇
甦
誰
餡
甦
辨
蝕
繩
準
鼈
辨
繩
罐
壁
繩
醒
懸
鐇
繩
繩
辨
鍛
懸
繊
畦
準
準
錨
鶴
準
繼
準

Ｆ

Ｌ
・
し

Ｆ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｌ

Ｌ

ＬＦ

Ｌ

Ｌ･Ｆ

ＬＦ

Ｌ

ＬｐＦ

ＬｏＦ

ＬＦ

ＬＤＦ

ＬｐＦ

ＬＦ

ＬＦ

ＬＦ

Ｌ

ＬＦ

Ｌ０Ｆ

ＬＦ

ＬＯＦ

Ｌ

Ｌ、Ｆ

ＬＦ

ＬＤＦ

ＬＤＦ

ＬＤＦ

ＬＤＦ

Ｌ、ｌｇＤＳ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｆ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
，
Ｌ
Ｌ

Ｌ

ﾌﾞ･ヤメ料

イネ科

Ｆ
Ｆ

Ｆ
ｒ

Ｌ
・
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ
，
。

§

し
Ｌ

Ｌ
Ｌ

ＬＦ

Ｌ，Ｆ

ＬＤＦＤｓ

ＬＯＦＤｓ

ＬＦ

ＬＤＦ

ＬＤＦ

ＬｏＩ５

Ｌ

Ｌ

ＬＦ

ＬＦ

ＬｐＦ

Ｌ

ＬＦ

ＬＦ

ＬＯＦ

ＬＩＴ

Ｌ･ＩＦ

ＬＩＦ

ＬＤＦ

ＬｐＦ

ＬｐＩＦ・ｓ

ＬＦ

Ｌ

Ｌ

ＬＦ

Ｌ･Ｆ

Ｌ．『

オオバコ科

キク科

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
・
・
し
◆
・
・
・
Ｌ

Ｐ
ｐ

■
０
９

Ｏ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
Ｐ
Ｇ
Ｂ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｆ
Ｆ

Ｄ
・
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

し

キツネノマゴ科

クマツソラ科

ゴマノハグサ科

サクラソウ科

シソ科

シュウカイドウ科

タデ科

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
し

｢

ＬＤＦ

ＬｐＦ

ＬＤＦ

ＬＤＦ

Ｌ

Ｌ

ＬＤＦ

ＬＦ

Ｌ．「

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

Ｌ
し
り
，
。
Ｌ
・

Ｌ
Ｌ
Ｌ
し

トクサ科

ナデシ＝科

プウロソウ科

マメ科

ムラサキ科

Ｌ；葉，Ｆ；花，Ｓ；種子または果実

表７公園で観察された昆虫

目名 極鍋 観鰯された墹所 ５月 ６月 ７月 ８月９月

ベニシジミ

モンキチコウ

モンシロチョウ

ノシメトンポ

芝生

花壇

花填

芝生

瞬翅ロ

八
八
八
Ａ

Ａ

八
八
八

蛸鈴目

Ｌ；幼虫，Ｐ；錨．Ａ；成虫

活動では、幼児が父親と一緒にトンポカliI)に来て、

父親がトンボを探していたが見つからず、幼児は

他の子どもたちに興味を示していた。公園では遊

具やゲームなどを通した幼児Iii1士の交流による遊

ぴが中心であり、自然物に対する探求や愛１Wを示

す活動はiiH察されなかった。

2鋤:r教がVOL.｣“



3２ 萩中るみ拓植純一

表８公園で観察された幼児の活動

対象内容 活動

遊具交流．ほとんどの幼児がブランコ，アスレチックjIIﾐどの遊具で遊んでいた(５～９月)．

・芝生で野球，サッカー，だるまさんが'縮んだをして遊んでいた(５～９月)．

昆虫交流・父親と幼児がトンボ捕りに来ていた．父親は真剣にトンボを探していたが，見つからなかった．

幼児はアスレチックで遊ぶ他の子どもたちの喪をずっと見ていた(９月)．

繁殖場所となり得ると考えられる。また公園で観

察された自生植物は、幼稚園のものと比較して草

丈も低く、本数も少なかった。これらの違いが、

観察された昆虫の種類および回数の違いの主な要

因であると考えられる。また竹下（1991）が、自

然が身近であればあるほど生きている虫とのか力、

わりも多く、生物と環境についての関心も高まる

と報告しているように、幼稚園では、季節の変化

に伴い幼児の活動に取り入れられる材料や遊び方

にも変化が見られただけでなく、昆虫に親しんだ

り、生命をいたわったりする愛情を示す姿もはっ

きりと認められた。また、トマト、キュウリ、ピ

ーマン、ナス、カブなどの野菜を自分たちで栽培

していたため、征日生長する過程を観察する探求

する姿や、その様子を周りの友達や保育者に伝え

る交流する姿が観察されたことから、これらの活

動を通して植物に対する興味や関心が深まってい

ることが示唆された。これに対して公園では、遊

具で遊んだりゲームをしたりするなど、幼児同士

で交流する姿ばかりで、昆虫や植物に対する探求

や愛傭を示す姿は観察されなかった。幼児の活動

にこのような遠いが認められた要因としては、幼

児の好奇心を刺激して、遊びを発展させられるよ

うな自然環境の有無（例えば公園には色水遊びな

どの活動の材料に使用できる植物がない）ととも

に、幼児の自然との触れ合いに配慮した援助をす

る保育者の存在の有無が考えられる。

井上（1996）が本来の自然の姿を知る保育環境

として、整然と並んだ花壇をつくることよりも、

雑草団をつくることが望ましいと報告しているよ

うに、本研究の結来は、幼児が自然と積極的にか

かわるためには、園庭などの保育環境に、大人が

見た目の美しさなど既存の価値観にとらわれて必

要以上に手を加えないとともに、栽培する植物の

４考察

幼児にとって日常の生活の中で昆虫や植物など

の身近な自然とかかわる場所が少なければ、自然

に対する興味や関心は深まりにくいため、〃日の

遊びの中で身近な昆虫や植物と触れ合う体験を積

み重ねることが必要である。またこのような体験

によって、季節に対する感性も豊かになり、正し

い自然観を身につけることができると考えられる。

本研究では、岡庭に昆虫が集まるように配慮した

環境整備をしている幼稚園および人工的にきれい

に符理している公園とを、幼児が毎Hの遊びの中

で、身近な自然と触れ合うことのできる理想的な

圃庭について検討する目的で比較した。調査対象

とした幼稚園および公園は周辺の環境が似ていた

にもかかわらず、５～９月の調査jmlllj中、幼稚別

では昆虫が15種類観察されたのに対して、公園で

は４種類しか観察されず、観察された回数も幼稚

園に比べて少なかった。また幼稚園では成虫だけ

でなくアゲハチョウの幼虫およびオオモンシロチ

ョウの幼虫や鋪も観察された。これは幼稚園で圃

庭にチョウを集めるために、アゲハチョウの幼虫

の食餌植物であるミカン科のサンショウ、オオモ

ンシロチョウやモンシロチョウの幼虫の食餌植物

であるアブラナ科のキャベツやブロッコリーなど

を栽培していたため、これらのチョウにとって世

代交代が可能な生息場所となっており、植物一昆

虫という生物同士のつながりができていることを

示している。関谷（1999）も、キャベツ栽培を通

して、子どもたちにモンシロチョウを中心とした

多くの生物liil士の繋がりを体験させられることを

指摘している。さらに幼稚園では圃庭の除草も必

要以上に行っていないため、自生植物が35種類観

察され（公園では18種類)、さらに多くの昆虫の

環境教育ｖＯＬ１４－２



身近挫き物力礁式りやすいように虎慰した保育扇境の藍備が､幼ﾉﾋﾟの"澱と接するﾉｱ動におよぼす効果について鋼

卜腕iについても幼児にとっての身近な[I然という

１M点に立ってよく検討し、身近なLL山が典まI)や

すいように配噸した環境終liliが人切であることを

ノバしている。さらに普段の』|{Wiの'１１で、人１１１１によ

って符理されていない生物の徴みに触れる機会が

少ない現代の幼児にとって、ｌ薊lﾉﾋiiliの,'１で、生物

の多様性や自然の中での生物liill:のつなが'〕を体

験できるような園庭の整iiiが非常にjK要である。

残念ながら現在ある幼稚側の刷庭の多くは、身

近な生き物を集めるという視点からは盤備されて

おらず、今回観察対象とした公Ⅲのように、遊具、

グラウンドおよび花壇のみというものが多いｃ従

ってそのような園庭では、幼児の、然と接する遊

びの発展は期待できず、遊lLでの遊びやグラウン

ドでの巡勤等が中心となるであろう。今回観察対

象とした幼稚園の教師は、幼ｌＵと〔I然との触れ合

いに非常に積極的で、幼児がl:I然に興味やllU心を

'ｋすようによく配慮した環境柵成をしておI〕、ビ

オトープのように整備された剛腿はこのような保

が姿勢の結果といえる。久保ら（2000）が指摘し

ているように、幼児が自然と触れ合って遊ぶため

には、幼児が自然に興味を持つ環境作りと援助が

仏典であI)、この幼稚園で幼児がＷﾋﾟや昆虫との

触れ合いに積極的であったことは、係fif肴のこの

ような姿勢および援助の仕方による彫紳も大きい

と巷えられる。本研究をj、して、幼児が｢I然と触

れ合って遊ぶためには、身近な生物に配慮した環

境桜備とともに、幼児にとって身近な大人である

保育者自身がI:l然に興味やlllj心を持ち、自らnt極

的にこれらとかかわることの重要性も強く示唆さ

れた･
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